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１　概　要

　ロシアでも近年になって企業ボランティアへの関心が急速に高まって

い る。 た と え ば、2010 年 代 に 入 っ て « 経 営 者 連 盟 »（Ассоциации 

Менеджеров）によって企画されモスクワで開催されているプロジェク

ト「モスクワ国際フォーラム « 企業ボランティア：ビジネスと社会 »」

（московский международный форум «Корпоративное волонтерство: бизнес и 

общество»（http://corpvolunteers.ru/）は 2016 年に第 5 回を迎えたが、

そのフォーラムでは毎年ロシア及び諸外国の経験が報告され分析されて

いる（1）。

　本稿は、上記のような関心を反映して公表される機会が増加している

ロシア語の文献・資料（2）を利用してロシアの企業ボランティアの概況
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を整理し若干の展望を試みるものである。

　その作業に移るまえに基本的な術語について、本稿の立場をあらかじ

め明確にしておく意味も含めて、幾つかの点で確認する（3）。

　 ロ シ ア で 良 く 使 わ れ て い る コ ト バ に「 社 会 奉 仕 」（социальное 

служение）がある。これは、責任と思いやりに鼓舞され、社会的に意義

があるサービスを自発的に私利私欲なく提供することを意味するコトバ

であり、ロシア語では、道徳的な義務感に基づき社会の利益に向けられ

た活動を象徴する概念として知られている。ボランティア（自発的な）

活動は、一般的には、この社会奉仕のひとつの形態として理解されてい

る。

　そして、企業ボランティアは多様な自発的な活動のひとつとして位置

づけられているが、他方で、それはつぎのような特殊性を帯びた事象で

ある。

・組織の従業員が社会的に意義がある活動に参加していること

・自分の自由時間を利用し個人的資質や専門的な能力を適用していること

・�個人かグループかあるいはどこに住んでいるヒトなのかに関わりなく、

受益者のために、無償で働くこと。

　上記のことを前提にすると、企業ボランティアは、例えば、次のよう

に定義されることになる。「企業ボランティアは、公共および／または

民間セクターの一員の個人的及び職業的潜在能力の自己実現の一形態と

しておこなわれる、社会奉仕のひとつの変種であり、彼らは、働いてい

る組織の支援のもとで、社会的に意義ある活動に、無償で、積極的に参

加 し て い る 」、 と。 こ こ に は、 企 業 ボ ラ ン テ ィ ア と 慈 善 行 為

（благотворительность : charity）や寄付活動（спонсорство : sponsorship）

を混同することは、概念的に、間違っている、との理解がある。なぜな

らば、後者は、市民や法人が、市民あるいは法人に対して、私利私欲な

しに（無償であるいは特恵的条件で）（金銭を含む）財産を提供すること、
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私利私欲なしに仕事をすること、サービスを提供すること、その他の支

援をすることであるからである。

　上記の解釈は「ひとつ」の事例であり、以下の行論で詳しく触れるよ

うに、現時点（2016 年）では、ロシアの学界あるいは実務の世界のな

かに「企業ボランティア」について一般的に認められた「共有の」理解・

解釈は存在していないのが現状である。

　本稿は、繰り返しになるが、上述の解釈を軸としてロシアの文献を読

み解き、ロシア企業で展開されている企業ボランティアの実態を整理し

その方向性を展望することを目的としている。

２　現　　状

２－１　ロシア企業ボランティア小史

　ロシアにおける企業ボランティアの「始まり」の時期を特定すること

は、現状では、極めて困難であると言われているが、他方で、「それが

大きく発達したのは 2000 年代の中頃、より正確に言えば、2008 年危機

の後である」（4）、という点にしては大方の専門家（expert）（実践活動

を指導してきた人々－宮坂付記）の間の共通認識になっている。冒頭で

言及した「モスクワ国際フォーラム « 企業ボランティア：ビジネスと社

会 »」の開催（2011 年）はそのことを制度的に象徴している出来事であっ

た。

　後の行論でも繰り返し触れることになるが、本稿で企業ボランティアにつ

いて語る場合、ゴルロヴァ（Горлова,Н.И.）の表現を借用すれば、「会社の

なかでそして会社主導のもとでボランティア方策を実現したいという従業

員の志向」を念頭に置いている。彼女によれば、企業ボランティアは次のよ

うな多面的な相を有する活動として理解されているが、いずれにしてもその

活動は「会社主導のもとで」おこなわれている（5）。
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１）�企業ボランティアは組織自体あるいは組織側をオーガナィーザーとして

策定されたさまざまな自発的な方策に従業員を引き入れることである、

２）�企業ボランティアは会社の枠内で実現されるさまざまな社会的プロジェ

クトに従業員が自発的に参加することである、

３）�企業ボランティアは従業員が会社の自発的な活動に関与することである

が、それはさまざまな形態の社会的プロジェクトを会社が直接に支援す

るなかで組織され実施される、

４）�企業ボランティアは従業員及びその家族が地域社会の生活（あるいは大

規模な社会プログラム）にボランティアとして参加し無償で社会的・法

的・教育的・医療的及びその他のサービスを提供するために会社が支援

し奨励するすべての形態である。

　したがって、本稿では、企業ボランティアの発生をロシアにおける「ボラ

ンティア活動」との関連で解明するという立場に立っていない。いずれの国

においてもそうであろうが、ボランティア自体のルーツを辿ればそれにはか

なりの歴史があるだろう（例えば、ロシアにおいても 19 世紀頃に迄遡るこ

とができる）し、更には、1917 年以降はそのボランティアが「自発的 - 強制

的な」性格のものに転化していったという歴史的な経緯（6）もあり、そのこ

とが現在の企業ボランティアにいかなる影響を与えているのかについての

考察が必要になってくるが、それは今後の課題である。

　企業ボランティアの発達に貢献しその流れを促進させた（実質的な原

因・契機となった）事象として見なされているのが（1990 年の終わり

頃に初めてロシアで使われだした）ＣＳＲ概念である（7）。

　と同時に、90 年代にロシア社会そのものが変貌を遂げたことがＣＳＲそ

して企業ボランティア発達の背景として知られている。「全体として、ロシ

ア社会の自発的な活動への関心は 1990 年代の初め頃から方向転換し始めた。
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それは、ＮＰＯが設立され、社会のさまざまな領域（健康、文化、貧困者の

支援、スポーツ、障害者や児童の援助など）で活動を展開したためである。

そしてボランティア育成に対するシステム的なアプローチがロシアでおこ

なわれるようになっていった。1990 年代初頭に初めて社会の民主的改造が

おこなわれ、その結果、市民の自主組織の新しい形態（いわゆる非営利的な

第３セクター）もうまれ、それらが自発的な活動を発達させる強力な契機と

なったのである」（8）。

　ＣＳＲの具体的な内容に関連して言えば、ロシアでは、ＣＳＲが社会

的投資との関連で理解されている（実践的には、多くの場合「ＣＳＲ＝

社会的投資」として解釈されている）（9）。そのために、そこには、企業

の社会的投資が、ＣＳＲ概念に触れることによって、ソ連邦時代とは異

なる様式で展開されるようになったという経緯のなかで、企業ボラン

ティアが大きく発達するに至った、との共通の認識が見られる。

　ＣＳＲと企業ボランティアの関連について、ロシアの学界では、例え

ば、アルセニェヴァ（Арсеньева, Т.Н.）たちの研究成果に依拠する形で

纏めると、以下のように理解されている（10）。

　ロシアでは、ＣＳＲが経済的に政治的に安定化しロシア企業の外国市場へ

の進出が増加するに伴って表面化するに至った。ＣＳＲの展開にとって重要

だったことは、基本的な経済価値は単に物質的な活動だけではなく否むしろ

（内部および外部）ステイクホルダーの環境に依存している、との認識がビ

ジネス世界の多くの代表者たちのなかに生まれたことであり、このような認

識がＣＳＲが広く普及するいわば前提条件となったのである。

　ロシアにＣＳＲを適用することの必要性に最初に気づいたのは巨大ビジ

ネスであった。彼らは活動領域を拡大するにつれて、ビジネスに対する原則

的に新しいアプローチや異なる文化などに出会い、ビジネス原則・規範を
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巡って外国の企業としばしば衝突し、これから生じるリスクを避けるため

に、国際的なビジネス基準に合わせるようになっていった。ＣＳＲ概念に積

極的に対応しているロシア企業として、例えば、«Лукойл», «Норникель», 

РАО «ЕЭС России», «Русал», «Бритиш Американ Тобакко Россия», 

«Северсталь» などが有名である。

　そして今日では、ＣＳＲという考え方がロシアの中央都市部だけではなく

地方の企業にも積極的に取り入れられるようになったが、その理解の仕方は

多様であり、特に、地方の中小企業のなかで、大きな差異が見られたという

のが現実の流れであった。例えば、社会的責任がもっぱら慈善行為と同一視

されている企業があれば、別の企業では、企業ボランティアへの参加が社会

的な性格の政策やプログラムの作成を意味していた。またＣＳＲの現代的解

釈は社会的投資範囲の拡大と結び付いているが、当初は内的な環境（従業員

の技能水準の向上、医療保障・労働保護・従業員用住宅プログラムの作成な

ど）の変容に向けられ、その後、外的環境の発達を対象としたプログラムに

投資の比重が移っていった。社会的インフラの発達、教育・文化プロジェク

トの作成、NPO 支援、健康・文化・スポーツの領域のプログラムへの参加

である。

　アルセニェヴァたちはロシアにおける企業ボランティア並びにＣＳＲ

概念の発達を「会社の純粋な慈善行為からより計画的・戦略的な行為（社

会的投資）への漸次的な移行」として把握し、その流れを図表１のよう

に整理している。

　彼らの理解に従えば、現在のロシア企業には「安定的な傾向」として

「伝統的な慈善行為からシステム的な社会的投資への移行」が見られの

である。そしてその社会的投資の現状が次のように文章化されている。

「社会的投資が会社の社会的戦略の一部分となっている。社会的投資の

効率向上に対する会社の関心が高まり、社会的問題の結果への対応では
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なくその原因の除去を目指したプログラムの数が増えている。会社が外

部社会政策を調整し、その作成に多様なステイクホルダーを巻き込み、

政府及び社会のパートナーとして」行動している、と。

　その社会的投資（すなわち、ＣＳＲ）と企業ボランティアはどのよう

な形で繋がっているのか？ これについて、アルセニェヴァたちは、「社

会的領域における会社の新しいアプローチを特徴づける本質的な契機が

ボランティア活動への従業員の引き入れである」、と述べている。従業

員をボランティア活動に引き入れることが企業の社会政策に対する新し

い取り組みを特徴付ける「本質的な」契機となっている、という訳であ

る。
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　しかし、疑問が生まれてくる。何故に上記のようなことが言えるので

あろうか？ 表現を換えて言えば、いかなる根拠のもとで、企業ボラン

ティアは、ＣＳＲという新しい考え方（この場合、「ＣＳＲ＝社会的投資」

である）がロシア企業において拡がり定着しているという現実を象徴す

る事象になっている、と「断言できる」のであろうか？ と。

　これに付いて、アルセニェヴァたちの論拠を探すと、それは以下のよ

うな現実に求められている。ロシア企業で公開されている『社会報告書』

のなかから拾い出された「三分の一の企業が従業員のボランティア活動

を奨励している」という「事実」である。これだけが根拠である。その

ことの是非はともかく、そこには、「調和のとれた組織のもとでは、企

業ボランティア・プログラムが協働精神の強化並びに人員の流動性の減

少を可能にする」、との認識があり、その考え方に基づいて、「現在では、

会社が社会の要望に応える受け身的なドナーであることをやめ、さまざ

まな社会的問題について独自の解決案を自ら提示する、という傾向がす

でに明白に表面化している、と言えるであろう」、とまとめられている。

　企業ボランティアのユニークな（社会的弱者を対象とした）事例とし

て、例えば、トランスアエロ航空（Трансаэро）のボランティア・プロ

グラムが知られている（11）。

・障害者（特に、子供の障害者）のリハビリ

・生活が困難な状況に置かれている子供に対する社会的適応支援

・無料奉仕。コンサルタントや職業教育訓練プログラムの実施

・�ドナーの日。４半期毎に実施され、毎回約 1000 人の従業員が献血し

ている。

・寄付金募集。これは毎日実施され、オフィスに寄付金箱が置かれている。

・ボランティア・クラブ。これは従業員教育の一環として組織されている。

　以下、節を改めて、ロシア企業で実施されている企業ボランティアの

事例を紹介する。
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２－２　３タイプの企業ボランティア

　ロシアでは 2000 年代後半頃から「企業ボランティア運動」（12）と形容

されるような動きが生まれている。この運動に参加している企業の実践

は幾つかの資料（13）を通して広く公開されているが、通常、その内容は

３つのタイプ（企業独自型モデル、パートナー・モデル、個人的なボラ

ンティア活動）に分類されている。

　このような分類はドロジンスカヤ（Дорожинская, Ю.）によって提起さ

れた枠組みである）（14）が、その後－若干の名称の違いが見られるが－広く

利用されている。

　本稿では、必要に応じてドロジンスカヤ論文に戻るが、基本的には、

アルセニェヴァたちの資料に依拠している（15）。

（１）企業独自型モデル

　これは企業内でボランティア活動が生まれ従業員がそこに参加してい

るタイプである。当該企業が独自のプログラムを作成している。このタ

イプの企業ボランティアは従来から主として多国籍企業や連邦レベルで

事業を展開している企業において実施されてきたものであり、今日でも

（多数の従業員を擁し、自由に処理できる多量の資源を持ち、様々なプ

ロジェクトを実現できる）大企業で見られるボランティア活動である。

　このタイプの代表的な事例がセヴェルスターリ（Северсталь）（http://

www.severstal.com/）である。セヴェルスターリはロシアヴォログダ

州チェレポヴェツに本社があるロシア最大の鉄鋼関連企業であり、ロシ

アだけではなく、アメリカ、ウクライナ、ラトビア、ポーランド、イタ

リア、リベリア、ブラジルで事業を展開し、４万人以上が働いている。

　セヴェルスターリではボランティア活動が地域レベルの社会的プログ

ラムの一環として展開されており、特に、社会インフラの整備・発達（例
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えば、地元の教会、修道院、病院、学校などの修理）が重要視されてい

る。具体的には、企業ボランティアの枠内で多くの社会的に重要なプロ

ジェクトが立ち上げられているが、ロシア北東部 12 地域の地域美術館

の活動を支援している「ロシア北部ミュージアム」プログラムはその一

つであり、2007 年度から「補助金コンテスト」を実施し、基金援助を

おこなっている。

（２）パートナー・モデル

　上記のような「企業内発の」ボランティア活動を成功裏に発展させて

いくためには、例えば、市、地域等の行政管理者との協力が必要である。

そのために、中小企業には「別のタイプの」ボランティア活動が推奨さ

れ、現実にもそれが実践されている。「従業員が、社会的組織、ＮＰＯ、

社会奉仕などのパートナーのボランティア活動に参加するタイプ」とし

て知られている企業ボランティアである。特に、会社が、ＮＰＯなどと

お互いのスキルを考慮した「パートナー契約」を締結し、両者が共同し

てプロジェクトを作成しているケースでは、ボランティア活動が効果的

におこなわれている、と総括されている。

　このタイプの典型的な事例として挙げられているのが、経済的に社会

心理的に困窮している家族に援助することを目的として 2004 年に設立

された「子供基金 « ビクトリア »（Детский фонд «Виктория»）（http://

victoriacf.ru/）」である。企業側から言えば、この組織で作成されたプ

ロジェクトに企業として参加することが企業ボランティアである。

　関係者の役割が図表２のように整理されている。

（３）個人的なボランティア活動

　これは、ボランティア経験のない従業員が－会社が従業員にボラン

ティア活動を奨励しているために－自分のイニシアティブで、社会的奉

仕に参加している現実を念頭に置いて語られるコトバであり、前述の２

つのタイプが経営側の決定で生まれているという点で、「一線を画する」
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タイプである。またこのタイプは、その特徴として「従業員主導で生ま

れたボランティア活動を会社が支援する」という性格付けが妥当である

ために、社会的奉仕（ボランティア活動）への参加が会社側の決定では

なく従業員のイニシアティブで生まれたものであるために、言い換える

と、一方で、受益者の真の利害を考慮し、他面で、ボランティアの具体

的・現実的な可能性・機会と結び付いているために、「最も民主的な」

活動である、と評価されている。

　ドロジンスカヤ自身は「ほとんど出会ったことがない」と断りながら、つ

ぎのように解説している。「過去にシステマチックに誰かを援助した経験の

ある従業員が複数名存在し、事前にセミナーが実施され」るなどの条件が満
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たされたときに、このタイプのボランティアが生まれている、と。そして、

それを継続させる場合の問題点として下記のような事柄が列挙されている。

会社の支援体制の構築、ボランティア活動と職務との両立、個人的な志をボ

ランティア活動にまで高める方法（16）。

　ロシアのルロイ・メルラン（Леруа Мерлен）社で取り組まれている企

業ボランティアがその代表的な事例である（http://rabota.leroymerlin.

ru/）。同社はロシアの９地域で 18 店舗を構える DIY のホームセンター

であり、ボランティア運動に参加し、業務に関連したあるいは日常生活

に必要な（地域のニーズに応えた）多様な支援活動をおこなっている（17）。

　同社のボランティア活動はレジ係の「市民としての希望」に端を発し

その後トップマネジメント層にまで拡がったといわれているが、経営側

の支援の見込みがなくとも社会的に有意義なプロジェクトが立ち上げら

れていることが大きな特徴になっている。その主要な目的は「地域のボ

ランティア組織、地方自治体並びに商品及びサービスのサプライヤーと

の間に長期的なパートナー関係を確立し維持する」ことであり、現在で

は、それぞれの店舗に、従業員代表制の「社会的対話委員会」が組織さ

れ、当該都市の社会的維持プログラムの作成にも携わっている。

３　特徴

　ロシア企業でおこなわれているボランティア活動（企業ボランティア）

の特徴をどこに見いだすことができるのか？

　現段階の（2010 年代中頃迄の実践を踏まえた）特徴は、上記の事例

だけではなく、幾つかの資料を読み解くことによって知ることができる。

基本資料は、フィランソロピー・センター « サプリチャストノスチ »

（Центр развития филантропии «Сопричастность»）によって準備され、雑

誌『ビジネスと社会』に掲載された調査結果（以下「フィランソロピー
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センター調査」と表記）である（18）。フィランソロピーセンター調査で

対象になった企業は３タイプに類別される企業群である。１）ロシアで

事業を展開している多国籍企業、２）外国で事業を展開し従業員を雇用

しているロシア企業、３）ロシア連邦でのみ事業を展開しているロシア

企業。

　この資料は、アルセニェヴァ編『企業ボランティア』の「参考文献一覧」

によれば、「ロシアにおける社会的パートナーシップの将来有望な方向とし

ての企業ボランティアの発達」（“Развитие корпоративного волонтёрства 

как перспективного направления социального партнерства в России”, 

Бизнес и общество , 2012. № 3–4（70–71）,c.3-25） で あ る。Бизнес и 

общество, 2012. № 3–4 のデジタル版は https://www.b-soc.ru/magazine/

magazines/2012/48 からダウンロード（2017/07/28）できる（が、当該誌に

掲載されている論文のタイトルは、但し、多少異なり、Корпоративное 

волонтерство как перспективное направление социального партнерства 

である）。また同一の論文がКор-поративное волонтерство в России. Сборник 

лучших практик （Издание второе） , Бизнес и Общество, 2012 （https://www.

b-soc.ru/media/download/1636 アクセス 2017/07/28）にも収められている。

　このように当該資料は幅広く公開されている。

　本稿では、その資料（論文）（「ロシアにおける社会的パートナーシッ

プの将来有望な方向としての企業ボランティアの発達」）だけではなく、

NPO « ビジネスと社会 »（Бизнес и общество）が刊行に関与している上

掲の論文集（『ビジネスと社会』）に注目してロシアにおける企業ボラン

ティアの特殊性について整理することになる。その作業は、一方で、基

本的にはアルセニェヴァたちの読解「枠組み」に従い、同時に他方で、

必要に応じて他の資料を参照するという方式でおこなわれる。
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　ロシアにおける企業ボランティア（に対する現場レベルの取り組み）

は、2010 年代の初め頃の公表された資料で確認するならば、次のよう

な課題（特殊性）を抱えている（19）。

１）企業ボランティア概念が共有化されていないこと

　専門家のなかでも共通の「企業ボランティア」概念が公式化されてお

らず、幅広い領域に亘って多様に企業ボランティアが理解され定義され

ている現実が、主要な調査結果の分析によって、浮き彫りにされた。簡

潔にまとめれば、ひとつの極に、ロシア伝統の類似語「企業チャリティ」

に則って定義しようとする試みがあるし、それに関係なくその事象の本

質にアプローチしている人々がいるが、後者の中でも見解が分かれてい

る。幾つかの論点を例示すると、ボランティアの実施時間帯に関して、

企業ボランティアは休日におこなわれるべきである、上司の同意があれ

ばあるいは当該企業の政策と矛盾していなければ、労働時間内でも認め

られる、等との見解があり、実際に、休憩時間に企業ボランティアがお

こなわれている大企業がある。また、金銭的な寄付が企業ボランティア

に含まれるのか、についても論争があることが明らかにされている。

　調査で浮かび上がってきた企業ボランティアに対する従業員たちのイ

メージは以下の通りである（20）。

・従業員が、会社が組織した多様なチャリティ措置に関与すること、

・会社の同僚と一緒に人々を助けたいと思うこと、

・従業員が、自発的に、会社の社会的プロジェクトに参加すること、

・�会社の社会的プロジェクトを支持する人々がそのメンバーとして自分の時

間と資源を使ってそのプロジェクトを実現すること、

・従業員が自分の時間を自発的に全体のために捧げること、

・自分の時間や肉体的な労働を困っているヒトのために支出すること、

・会社の枠内で人々とその家族の力をまとめること、
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・�社会的に有益な目的に向けて、会社の支援のもとで、従業員の諸力によっ

て、実現される、具体的なプログラム、

・�ひとつの組織ないしは法人の枠内で社会のために実施される従業員の無償労

働、

・会社が全体として取り組むボランティア活動、

・�自分の地域社会のために、利潤を求めずにまた日々の職業的な活動とは関

係なくおこなわれる、無償の労働、

・�従業員が、物質的な報酬を得ることなく、何らかの社会的な価値をつくり

だすこと、

・�従業員が、自分の仕事に関係なく、市民のためにまた誰かのために、良き

ことに向けられた措置に参加すること。

　このように概念が明確に規定されていないなかで、クラスノポリスカ

ヤ（Краснопольская, И.）はつぎのように明快に述べている。「地域社会

における従業員の無償の活動を奨励し支援することに向けられた使用者

のあらゆる行為が企業ボランティアである。･･･ 企業ボランティアはＣ

ＳＲの発達段階」のひとつの「である。多くの場合、伝統的な企業チャ

リティプログラムと混同されている」が、「企業ボランティアは直接の

受益者だけではなく市場アクターとしての民間企業にもポジティブな影

響を及ぼしている。またボランティアは、企業の従業員としてそして独

立した市民として企業ボランティア活動に従事している」（21）、と。

　彼女は国立研究大学「経済学の高等学校」（НИУ ВШЭ：National 

Research University Higher School of Economics）付属「市民社会・

非 営 利 セ ク タ ー 研 究 セ ン タ ー」（Центр исследований гражданского 

общества и некоммерческого сектора（2009 年設立）の研究員であり、欧

米を始め世界各地の研究者との交流を経て積極的に発言している。した

がって、クラスノポリスカヤの見解にはロシアのこの領域の将来を展望
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するうえで無視できない内容が含まれていることになる。特に、「企業

側から」「地域社会を念頭において」「ＣＳＲとの関連を前面に押し出し

て」企業ボランティアを位置づけていることは、その立場が現在の欧米

の流れと一致しているために、注目される視点である。

　クラスノポリスカヤは別の論文（ワーキングペーパー）において幾つかの

注目すべき視点を明確に文章化している（22）。

　第１に、クラスノポリスカヤは、企業ボランティアの特徴を、これまで研

究対象であったボランティアが（企業ボランティアに比べると）より自発的

な性格の活動であり個人差により依存していたことと対照させて、「フォー

マルなあるいは計画されたボランティアである」ことに求めている。

　と同時に第２に、彼女は、多数の文献のサーベイを踏まえて、企業ボラン

ティアの研究が、世界的なレベルで、「企業ボランティアをＣＳＲプログラ

ムの一部分として見做す」（企業ボランティアは、大衆のいわば全般的な期

待に応えた、包括的な社会的政策の一環である、との）立場から「企業が地

域コミュニティに対する支援を表明し提供するひとつの道具として見做さ

れる」流れへと推移している、と理解している。これは、企業ボランティア

はなによりもまず地域への社会貢献である、ということを重要視するいわば

「企業市民活動の原点回帰的な」解釈である。

　ロシアの企業ボランティアの理論的・実践的研究がこのような解釈を

「出発点」にしていることはキチンと押さえておくべきであろう。

２）企業ボランティア概念の位置づけが明確になっていないこと

　ロシア企業では、今回の調査結果を読み解くかぎりで言えば、基本的

には、会社発展戦略に合わせる形で企業ボランティアをＣＳＲの一部分

として認識しているために、すべての管理レベルで、企業ボランティア

は、企業文化、内部コミュニケーション、適切な企業風土の創造や発達
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に大きく貢献する、と解せられている。

　だが他方で、企業ボランティアを実践することは得策ではない、と考

えている企業も存在している。このタイプの自発性はいまだロシアでは

未発達であり、時期尚早である、という立場である。政府、ＮＰＯを含

めてすべてのステイクホルダーの利害を分析し支持を得ることが目下の

主要課題である、と。

　また、一部の企業では企業ボランティアを企業の慈善活動と同一視し

ていることも明らかになった。

３）企業ボランティアによってもたらされる有用性

　企業ボランティアを実践することによって得られることが多々あると

理解されていることが調査によって確認されている。それらは、当事者
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毎に区別すると、図表３のように整理される。但し、この調査では地域

社会のそれに言及されていない（これは、地域社会が直接の受益者であ

るために意識的に除外されているのか、それとも「ミス」なのか？ い

ずれにしても、その意図は不明である－宮坂）。）

　ある文献では、企業ボランティアによって地域社会が得られるベネフィッ

トについて、その実践に携わり指導してきた人たちの総括として、つぎのよ

うなことが指摘されている（23）。

１）�企業ボランティア・プロジェクトのすべてが地域社会の諸問題の解決に

向けられていること。その活動によって、地域社会のバラバラな状態が

克服される可能性が生まれ、ビジネス、行政機関そして NPO に対する

信頼感が増大すること。地域社会にとって必要なボランティア活動に方

向性を与えること。

２）�従業員によっておこなわれるプロジェクトは従業員だけではなくその家

族の社会的な積極性並びに責任を高めること。彼らはそこに強制的では

なく自主的に何かがおこなわれていることを見いだし、市民として意識

が向上する。言い換えると、ＣＳＲや企業ボランティア・プログラムに

よって社会的絆が強まる可能性が大きくなる、ということ。

３）�地域社会にはいままで長年に亘って解決されないままに放置されてきた

問題がある。自治体も企業もお手上げであった。企業ボランティア・プ

ロジェクトは、それらの諸問題を解決し、将来の問題を防止する「補完

的な」資源となり得る。

　ここには、企業ボランティア・プログラムが正しく作成され、フィードバッ

クがおこなわれるならば、地域社会は企業との対話を構築し維持し、より具

体的なコラボを展開することができる、との論理が見られる。
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４）�企業ボランティア・プログラムへの従業員の参加動機が多岐に亘っ

ていること

　従業員が企業ボランティアに参加している契機についても調査結果か

ら読み取る限り現実は多様である。例えば、図表４はモスクワ市に立地

している企業を対象として 2013 年に実施され 2014 年に「経営者連盟」

から公開された『調査報告書』（24）のなかの数字であり、アルセニェヴァ

編の資料にも転載されている。

　その調査報告書によれば、大多数の企業では従業員を企業ボランティ

アに参加させる方法として「説得」が利用されていた。これは、従業員

に、企業ボランティアに参加することによって自分自身や会社そして社

会に利益をもたらすことになるという情報を提供していることを意味し

ている。

　この調査結果で興味深いことは、第１に、非物資的な手段（賞状、メ

ダル）が使われている（5.3％）ことである。このこと自体は驚くべき

事態ではないが、「賞状、メダルそして知識の習得という形で非物資的

な手段が非常に希だが
4 4 4 4 4 4

利用されている」（傍点宮坂）という解釈には驚

かされる（→ 知識の習得はどのような性格の手段なのか？）。

　そのこと以上に驚かされたことは、第２に、一方で、図表３と４によ

れば、動機付けの手段としてお金が利用されている（14.0％）こと（現
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実には、動機付けの手段としてお金が利用されていること）であり、他

方で、その事実に対するコメントとして「従業員をボランティアに引き

入れ動機付ける物質的手段は、会社のなかでは、ポピュラーなものでは
4 4

ない
4 4

。それを利用しているのは 7％にすぎない」（傍点宮坂）、と記載さ

れている（動機付けの手段としてお金が否定されている）ことである。

　このような齟齬が生じた原因として数字の誤植（表では 14.0％である）

も考えられるが、それはともかくとして、この調査結果は、ロシア企業

の実践活動のなかに、無償労働であるはずの「企業」ボランティアが金

銭的な動機で動かされているという現実が存在していることを浮き彫り

にしている。繰り返しになるが、アルセニェヴァたちが述べているよう

に、「企業ボランティアとその他のボランティア活動の原則的な相違は、

前者では参加者が従業員としてボランティアに参加している、したがっ

て、その活動は、従業員にとって基本的な活動領域ではなく、いかなる

収入ももたらさない、という点にある」とすれば、これは「深刻な」事

態として見なされる事象である。このことは欧米諸国の実践でもみられ

る事象（例えば、有給扱いはその１例であろう）であるが、ロシアでは

より赤裸々に表れている。

４　展望

　ロシアの企業ボランティアは、2010 年代の時点で言えば、専門家と

いう特殊な集団のなかで議論が高まっている段階であり、学会レベルで

研究者の学術的な対象となり広く論じられているわけではない。例えば、

2017 年に、『企業ボランティアと社会ボランティア』（Корпоративное и 

социальное волонтерство）という書が公刊された。これは、その著者ベラ

ノフスキー（Белановский,Ю.）によれば、ロシアで初めて単行本として

刊行された書籍である。そこには、ロシアの典型的な事例が紹介・総括

され、専門家としての論評が付されているが、ベラノフスキーは、この
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書の出版を契機として、企業ボランティアについてアカデミックな分野

で議論がおこなわれ深まることを期待している（25）。

　また現実に眼を転じると、世論調査（2015 年）によれば、ロシアの勤

労者のなかで勤めている組織がボランティアに従事していると回答した

人々は 24％にすぎず、企業ボランティア・プロジェクトやプログラムを

装備し実行に移しているのはＣＳＲ基準を実行している大きな規模のロ

シア企業であり、しかもそ大多数は多国籍企業のロシア支社である（26）。

この数字からは、「普通の」ロシア企業では－中小規模のロシア企業に

ＣＳＲプロジェクトを発達させる可能性があり、企業ボランティアを組

織的に展開させるために必要な資源を有している（27）、としても、現実

には－いまだ企業ボランティアが実施されていない実態が見えてくる。

ボ ラ ン テ ィ ア 組 織・ 運 動 連 盟（СВОД（Союз волонтерских 

организаций и движен）が設立され積極的な啓蒙活動（28）がおこなわ

れているのはそのような現状の反映である。

　以上のような現状を踏まえると、ロシアでは、企業ボランティアは始

まったばかりかあるいは発展途上の段階にある（29）、と言えるであろう。

また付け加えると、突貫作業的なボランティア活動が多く見られるのは

社会経済的発達状況を反映した事象でもある（30）。

　このことがロシア企業ボランティアの現代の（2010 年代までの）特

徴である、と言えるであろうが、むしろいまの現状は「欧米のコピー」

に終始している、と形容することの方が正鵠を射た表現であるかもしれ

ない。より正確に言えば、一面では、「コピー」以上である。というのは、

図表４を見る限り、自発的であるはずのボランティアが企業側に取り込

まれ、CSR 経営の名の下に、企業管理の一環として、言い換えると、

会社の「利益」のために、実施されている実態が浮かび上がってくるか

らである。そこには「強制的な」性格（31）が見られ、管理に内在するひ

とつの側面（上からの管理）が色濃く反映されている。
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　しかしながら同時に、その「自発的であるはずのボランティア」が「活

きている」ことも事実である。なぜならば、108 ページ（ルロイ・メル

ランの事例）で確認できたように、従業員のイニシアティブで生まれた

ボランティアが、確かに現在は極めて少数派にとどまっているが、第３

のモデルとして類型化できるほどの一定の存在感を示しているからであ

る。しかもそれには「民主的」という形容詞が冠されている。

　この「事実」は、企業ボランティアの性格付け（上からのボランティ

アか、下からのボランティアか）という観点から言えば、極めて注目す

べき事柄である。これが今後どのような形で推移していくのか。発展す

るのか、埋没してしまうのか・・・。その推移のあり方に、我々は、ロ

シア独自の色を見いだすことできるであろう。
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